
  

【
年
間
行
事
予
定
】

【
坐
禅
会
の
ご
案
内
】

一
月
一
～
三
日
・
・
大
般
若
祈
祷
会

二
月
十
五
日
（
金
）
・
・
・
涅
槃
会

三
月
十
七
日
～
二
十
三
日
・
春
彼
岸

　
　
二
十
日
（
水
）
・
・
千
巻
心
経

五
月
八
日
（
月
）
・
・
・
・
花
祭
り

七
月
二
十
四
日
・
・
・
お
地
蔵
供
養

八
月
前
半
　
　
　
　
　
　
・
・
棚
経

八
月
七
日
～
十
五
日
　
　
・
・
お
盆

九
月
二
十
日
～
二
十
六
日
・
秋
彼
岸

　
　
二
十
三
日
（
月
）
・
千
巻
心
経

十
二
月
末
　
・
・
・
・
・
歳
末
行
事

お
寺
で
一
緒
に

坐
禅
を
し
ま
せ
ん
か
？

毎
月
第
四
土
曜
日(

五
月
二
十
五

日
、
六
月
二
十
二
日
、
七
月
二
十
七
日)

十
六
時 

～ 

十
七
時
頃

平
成
二
十
五
年

平
成
二
十
五
年

　
　
～
初
夏
～

　
　
～
初
夏
～

只
管 ～

 
た
だ
た
だ
務
め
る ～

　
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
新
し
い
気
持
ち
で
生
活
を

迎
え
ら
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
寺
も
桜
や

様
々
な
花
が
咲
き
乱
れ
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
曹
洞
宗
の
坐
禅
は
只
管
打
坐(

し
か
ん
た
ざ)

を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
坐
禅
で
す
。
只
管
と
は
た
だ
た
だ

の
意
味
で
、
目
的
を
考
え
ず
に
た
だ
た
だ
坐
禅
を
し
な

さ
い
と
云
う
も
の
で
す
。

　
「
精
進
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
お
釈
迦
様

は
お
経
の
中
で
「
精
進
と
は
ポ
タ
ポ
タ
と
垂
れ
る
水
滴

が
流
れ
つ
づ
け
て
石
に
穴
を
開
け
る
様
な
も
の
だ
」
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
は
大
昔
か
ら
自
然

と
共
に
生
き
て
き
た
国
で
す
。
特
に
木
材
を
生
活
の
中

で
多
く
使
っ
て
き
ま
し
た
。
古
い
寺
社
仏
閣
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
木
の
タ
ン
ス
や
茶
道
具
な
ど
多
く
の
木
製

品
が
あ
り
、
何
十
年
、
何
百
年
た
っ
た
現
在
も
実
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

裏山の銀龍草

　
私
は
木
で
出
来
た
製
品
の
素
晴
ら
し
さ

は
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
に
輝
い
て
く
る
点
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
輝
か
せ

よ
う
と
し
て
で
は
な
く
、
た
だ
た
だ
使
っ
て

い
く
う
ち
に
、
気
が
つ
い
た
ら
磨
か
れ
て
輝

く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
現
在
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
が

多
く
、
一
つ
の
物
を
長
く
使
う
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
私
達
の
体
も
同
様
に
、
こ
ま
め
に
体
を
動

か
し
て
日
々
を
務
め
て
い
く
。
そ
し
て
毎
日

を
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
自
然

と
穏
や
か
な
顔
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
　

　
最
近
は
天
候
が
急
変
す
る
事
が
多
い
季
節

で
す
。
体
調
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
職
　
合
掌
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